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　　我 是 關西大學 的 學生 我 今=（これは次の行の単語と１語であるという印）
　　年 二十一 歳 我 學 漢語 専業 我
　　住在 大阪 我 有 父親 母親 弟弟
　　我 弟弟 今年 十七 歳 明年 要 考 大=









　　idx result of the file 
 /Volumes/MyDocument/Users/ni/Desktop/test_things/idx.pl/idex_pl_
unicode_version/test_folder/chinese_test.txt
　　二十一 : 1 （1-1a-2）
　　五十二歳 : 1 （1-1a-6）
　　五十四 : 1 （1-1a-5）
　　今年 : 3 （1-1a-2, 1-1a-4, 1-1a-5）
　　住在 : 1 （1-1a-3）
　　十七 : 1 （1-1a-4）
　　大學 : 1 （1-1a-5）
　　大阪 : 1 （1-1a-3）
　　學 : 1 （1-1a-2）
　　學生 : 1 （1-1a-1）
　　専業 : 1 （1-1a-2）
　　弟弟 : 2 （1-1a-3, 1-1a-4）
　　我 : 7 （1-1a-1, 1-1a-1, 1-1a-2, 1-1a-2, 1-1a-3, 1-1a-4, 1-1a-5）
　　明年 : 1 （1-1a-4）
　　是 : 1 （1-1a-1）
　　有 : 1 （1-1a-3）
　　歳 : 3 （1-1a-2, 1-1a-4, 1-1a-5）
　　母親 : 2 （1-1a-3, 1-1a-5）
　　漢語 : 1 （1-1a-2）
　　父親 : 2 （1-1a-3, 1-1a-5）
　　的 : 1 （1-1a-1）
　　考 : 1 （1-1a-4）
　　要 : 1 （1-1a-4）
　　關西大學 : 1 （1-1a-1）
　　Total words : 24
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　ただ、このテキスト入力で最大の難点が「単語の区切り」である。中国語や
日本語はこの単語をどこで切るかが極めて問題となるのだ。間にスペースを入
れていくのだが、これまでは手入力で行ってきた。
　最近ようやく、日本語でも中国語でもかなり優秀な単語を切るシステムが開
発されてきているが、最終的にはやはり「人の手」が頼りである。ここがアル
ファベット言語との大きな違いである。
　また、中国語の場合、Character（字）、Word（単語）、Phrase（句）、Sentence
（文）をどう分けるかの問題もかなり厄介である。現在、中国国内でも以下の
ような「漢語分詞系統」があるが、現代語、近代語、古典語でも変わってくる
し、やはり一筋縄ではいかないのであり、中国語学の専門家との「協働」も不
可欠になっている。
　　THULAC　http://thulac.thunlp.org
　　HanLP　https://github.com/hankcs/HanLP
　　NLPIR　http://ictclas.nlpir.org
　この他、中国語の場合、漢字の字体も問題となる。簡体字・繁体字・異体字
をどう処理するかである。近年多くの電子ブックが世に出回っているが、テキ
ストの信頼性に問題のあるものが少なくない。
　例えば、「罷／吧」「很／狠」「里／裡／■／裏」「您／儜」など、これらは違
いがその成書年代とも関わってくるものであり、それを無視して一つの漢字で
表記されたのでは、全く研究には使い物にならないのである。
６．多くの可能性──東アジア研究のHubとして
　ところで、私たちの KU-ORCASの研究ユニットとその主な内容は以下のと
おりであるが、この他、広く学内外からの研究ユニットも募集している。
　［ユニット１：東西文化接触とテキスト］
　　本学所蔵の東西言語接触に関わる資料（辞書・文法書・宣教師報告書等）
を中心としたアーカイブ。また、本学所蔵書のほか大英図書館・フランス
国立図書館・バチカン図書館・ハーバード大学など海外諸機関の蔵書を相
互リンクによって統合したものを構想する。
　［ユニット２：東アジアの中の大阪の学統とネットワーク］
　　本学の学統の源流たる「泊園書院」に関する総合アーカイブを構築する。
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また、本学が集中的に所蔵する近世大坂画壇コレクションを中心に国内・
海外に散在する大坂画壇作品を含めたデジタルアーカイブを構築する。
　［ユニット３：古都・史跡の時空間］
　　高松塚古墳の発掘に象徴される本学の古代飛鳥・難波津研究が蓄積してき
た発掘データ・出土物データ・図面等をデータベース化するとともに、新
たに飛鳥時代の墳墓の調査を行い、成果展覧会を開催し、これらを総合し
たアーカイブを構築する。京都の郊外都市・淀川流域の古文書・古地図・
寺社境内絵図を調査・デジタル化する。
　なお、こうした研究ユニットは決して「閉じた」ものではなく、私たちの
KU-ORCASの最大の特徴は上述の「サイロ問題の打破」を実現すべく、「コ
ンテンツを解き放す」ことを目標にしていることである。
　具体的には研究リソースのオープン化、研究グループのオープン化、研究ノ
ウハウのオープン化であるが、全ての東アジア研究者（実は研究者に止まら
ず、一般市民、学生等々様々なステークフォルダーを念頭に置いている）に利
用可能な研究プラットフォームを提供することである。
　今後、様々な機関と連携しながら、東アジア研究オープン・プラットフォー
ムの実現と知識基盤社会に適合した新たな人文知の構築に力を注いでいきたい
と考えている。
